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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プリンタ本体に取り付けた開閉蓋と、
　前記プリンタ本体に搭載されている本体側ローラおよび前記開閉蓋に搭載されている蓋
側ローラを有して記録紙を搬送する搬送ローラ対と、
　前記開閉蓋が開いた時には前記開閉蓋を閉じる方向に付勢し、前記開閉蓋が閉じた時に
は前記蓋側ローラを前記本体側ローラに押える方向に付勢するように、前記開閉蓋と前記
プリンタ本体との間に取り付けた開閉蓋付勢部材と、
を有することを特徴とするプリンタ。
【請求項２】
　請求項１に記載のプリンタにおいて、
　前記蓋側ローラを支持しているローラ支持レバーを有し、
　当該ローラ支持レバーは、前記本体側ローラに対し移動可能に、前記開閉蓋に取り付け
られていることを特徴とするプリンタ。
【請求項３】
　請求項２に記載のプリンタにおいて、
　前記ローラ支持レバーは、回転中心軸を中心として回転可能に、前記開閉蓋に取り付け
られており、
　当該ローラ支持レバーは、前記開閉蓋が開くと、当該開閉蓋に重なるような退避位置に
回転し、前記開閉蓋が閉じると、前記蓋側ローラを前記本体側ローラに押し付ける突出位
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置に回転することを特徴とするプリンタ。
【請求項４】
　記録紙を巻いたロール紙を収納するためのロール紙収納部と、
　プリンタ本体に取り付けられ、下端部の開閉中心軸を中心として、起立状態の閉じ位置
と倒れ状態の開き位置の間を回転して前記ロール紙収納部を開閉する開閉蓋と、
　前記プリンタ本体に搭載されている本体側ローラおよび前記開閉蓋に搭載されている蓋
側ローラを有して前記記録紙を搬送する搬送ローラ対と、
　前記開閉蓋が開いた時には前記開閉蓋を閉じる方向に付勢し、前記開閉蓋が閉じた時に
は前記蓋側ローラを前記本体側ローラを押える方向に付勢するように、前記開閉蓋と前記
プリンタ本体との間に取り付けた開閉蓋付勢部材と、
を有することを特徴とするプリンタ。
【請求項５】
　請求項４に記載のプリンタにおいて、
　前記ロール紙収納部に収納された前記ロール紙から繰り出される前記記録紙は、前記本
体側ローラおよび前記蓋側ローラの間を通って前記開閉蓋側に設けられた排出口へ向かっ
て搬送されることを特徴とするプリンタ。
【請求項６】
　請求項４に記載のプリンタにおいて、
　前記開閉蓋に形成したレバー支持部に、移動可能にローラ支持レバーを取り付け、
　当該ローラ支持レバーに前記蓋側ローラが支持されていることを特徴とするプリンタ。
【請求項７】
　請求項６に記載のプリンタにおいて、
　前記レバー支持部は長円形の軸孔であり、
　前記ロール支持レバーには、前記軸孔に回転および移動可能に挿入された支軸が取り付
けられており、
　前記開閉蓋付勢部材は、前記プリンタ本体と、前記支軸との間に、取り付けられている
ことを特徴とするプリンタ。
【請求項８】
　請求項７に記載のプリンタにおいて、
　前記ローラ支持レバーを前記開閉蓋の側に付勢しているレバー付勢部材と、
　前記プリンタ本体に形成したレバー案内部と、を有し、
　前記開閉蓋を開くと、前記ローラ支持レバーは前記レバー付勢部材の付勢力によって前
記開閉蓋に重なった退避位置に移動し、
　前記開閉蓋を閉じると、前記ローラ支持レバーは前記レバー案内部に案内されて前記蓋
側ローラを前記本体側ローラに押し付ける突出位置に移動することを特徴とするプリンタ
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ロール紙収納部などの部位を開閉するための開閉蓋を備えたロール紙プリン
タなどのプリンタに関し、さらに詳しくは、開閉蓋を開けるとロール紙などの記録紙を搬
送するための搬送ローラ対が離れて記録紙搬送路が開放状態に切り替わるプリンタに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　ロール紙プリンタなどのように連続紙に印刷を行うプリンタでは、開閉蓋に搬送ローラ
対の一方のローラを搭載しておき、開閉蓋を開けると記録紙搬送路が開放状態に切り替わ
るものが知られている。特許文献１には、カバー部材を開くと搬送経路が開放状態に切り
替わり、ロール紙を容易に交換できるサーマルプリンタが開示されている。
【０００３】
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　ここで、搬送ローラ対は、記録紙を所定の搬送力で搬送できるように、ばね力によって
相互に押し付けられている。したがって、開閉蓋に搬送ローラ対の一方のローラが搭載さ
れている場合には、閉じ状態の開閉蓋には、常に、開閉蓋を開ける方向の力が作用してい
る。このため、開閉蓋のロックを外して開ける際には、搬送ローラ対の押し付け力によっ
て開閉蓋が勢い良く開くおそれがある。特に、開閉蓋を起立状態の閉じ位置から水平に倒
した開き位置に開く場合には開閉蓋の自重によっても開閉蓋が勢い良く開くので危険であ
る。このため、開閉蓋が急激に開閉することを緩和するための緩衝ばねやダンパなどの緩
衝機構が取り付けられる。
【特許文献１】特開平０６－４００５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の課題は、搬送ローラ対の一方のローラが開閉蓋に取り付けられた構成のプリン
タにおいて、搬送ローラ対の押し付け機構および開閉蓋の開閉時の緩衝機構を、少ない部
品を用いて小型で廉価に構成することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の課題を解決するために、本発明のプリンタは、
　プリンタ本体に取り付けた開閉蓋と、
　前記プリンタ本体に搭載されている本体側ローラおよび前記開閉蓋に搭載されている蓋
側ローラを有して記録紙を搬送する搬送ローラ対と、
　前記開閉蓋が開いた時には前記開閉蓋を閉じる方向に付勢し、前記開閉蓋が閉じた時に
は前記蓋側ローラを前記本体側ローラに押える方向に付勢するように、前記開閉蓋と前記
プリンタ本体との間に取り付けた開閉蓋付勢部材と、を有することを特徴とする。
【０００６】
　本発明のプリンタでは、開閉蓋が勢い良く開かないように閉じ位置に付勢している開閉
蓋付勢部材の付勢力を利用して、搬送ローラ対の押し付け力を得るようにしている。した
がって、従来において必要とされていた、開閉蓋が勢い良く開くことを防止するためのダ
ンパなどの部材と、搬送ローラ対に押し付け力を付与するための部材とを、単一の開閉蓋
付勢部材に置き換えることができるため、部品点数を削減でき、構造が簡単になり、寸法
およびコストの低減化に有利である。
【０００７】
　ここで、前記搬送ローラ対が、前記プリンタ本体に搭載されている本体側ローラ、およ
び、前記開閉蓋に搭載されている蓋側ローラからなる場合には、前記開閉蓋が開いた時に
は、前記蓋側ローラが前記本体側ローラから離れ、前記開閉婦等が閉じた時には、前記開
閉蓋付勢部材によって、前記蓋側ローラを前記本体側ローラに押し付けるようにすればよ
い。
【０００８】
　この構成においては、開閉蓋を開いた状態では、開閉蓋には蓋側ローラを介して開閉蓋
付勢部材の付勢力が作用している。開閉蓋付勢部材の付勢力の方向は開閉蓋を閉じる方向
であり、蓋側ローラは本体側ローラに接近する方向に移動した状態となっている。開閉蓋
を閉じると、蓋側ローラが本体側ローラに当たり、開閉蓋付勢部材の付勢力が蓋側ローラ
を本体側ローラに押し付けるための押し付け力として作用する。
【０００９】
　したがって、蓋側ローラが本体側ローラに押し付けられた後は、開閉蓋のみが閉じ位置
まで移動する。よって、開閉蓋を閉じ位置にロックする際に、搬送ローラ対（蓋側ローラ
と本体側ローラ）を押し付けるための押し付け力が開閉蓋に作用していた従来の構成とは
異なり、小さな操作力で開閉蓋を閉じることができる。
【００１０】
　また、開閉蓋を閉じ位置にロックする際には、開閉蓋付勢部材の付勢力が、開閉蓋側に
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は作用しない。したがって、開閉蓋をロックするための力を容易に設定することができる
。
【００１１】
　次に、開閉蓋と搬送ローラ対の配置位置との間が離れている場合には、前記蓋側ローラ
をローラ支持レバーによって支持し、当該ローラ支持レバーを、前記本体側ローラに対し
て接近および離れる方向に移動可能な状態で、前記蓋部材に取り付け、前記開閉蓋付勢部
材の付勢力を前記ローラ支持レバーに作用させるようにすればよい。
【００１２】
　このように、ローラ支持レバーが開閉蓋付勢部材によって付勢されていると、衝撃荷重
がかかった場合（例えば作業者が乱暴に開閉蓋を閉めた場合）でも開閉蓋付勢部材により
ローラ支持レバーに加わる衝撃が緩和され、ローラ位置決め溝や、ローラの破損などを防
止することができる。
【００１３】
　また、この場合には、前記ローラ支持レバーを、前記開閉蓋の開閉中心線に平行な旋回
中心線を中心として旋回可能な状態で、前記開閉蓋に取り付け、当該ローラ支持レバーを
、前記開閉蓋が開くと当該開閉蓋に重なった退避位置に旋回させ、前記開閉蓋が閉じると
、前記蓋側ローラを前記本体側ローラに押し付け可能な方向に突出した突出位置に旋回さ
せることが望ましい。このようにすれば、開閉蓋を開けた状態においてローラ支持レバー
がメンテナンス、ロール紙交換作業などの邪魔になることがない。
【００１４】
　本発明をロール紙プリンタに適用する場合には、前記開閉蓋をロール紙収納部の開閉蓋
として用いることができる。この場合、前記開閉蓋を、その下端部を中心として、起立状
態の閉じ位置と倒れ状態の開き位置の間を開閉可能にすることができる。
【００１５】
　また、前記開閉蓋に搭載されていると共に当該開閉蓋を閉じると前記ロール紙収納部の
上方に位置するプラテンを有している場合には、前記ローラ支持レバーを、前記プラテン
に形成したレバー支持部に、旋回および移動可能な状態で取り付け、当該ローラ支持レバ
ーの先端部に前記蓋側ローラを支持し、前記プリンタ本体における前記ロール紙収納部を
挟み前記開閉蓋とは反対側の部位に、前記本体側ローラを配置し、前記ロール紙収納部に
収納されたロール紙から繰り出される長尺状の記録紙を、前記本体側ローラおよび前記蓋
側ローラの間を通って前記プラテンに向けて搬送するように構成することができる。
【００１６】
　ここで、ローラ支持レバーを旋回および移動可能に支持するためには、前記レバー支持
部を長円形の軸孔とし、前記ロール支持レバーの後端部に前記軸孔に回転およびスライド
可能に挿入された支軸を取り付ければよい。この場合には、前記開閉蓋付勢部材としての
引張りコイルばねを、前記プリンタ本体における前記本体側ローラが配置されている側の
部位と、前記支軸との間に、引張り状態で架け渡しておけばよい。
【００１７】
　また、前記開閉蓋を開閉するための４節リンク機構と、前記ローラ支持レバーを前記プ
ラテンの側に付勢しているレバー付勢部材と、前記プリンタ本体に形成したレバー案内部
とを有し、前記開閉蓋を開くと前記４節リンク機構によって前記プラテンは当該開閉蓋に
重なった状態になり、前記ローラ支持レバーは前記レバー付勢部材の付勢力によって当該
プラテンに重なった前記退避位置に移動し、前記開閉蓋を閉じると前記ローラ支持レバー
は前記レバー案内部に係合して当該レバー案内部によって案内されて前記突出位置に移動
するように構成することができる。
【００１８】
　さらに、前記ローラ支持レバーは、前記ロール紙収納部および前記プラテンフレームの
間を仕切っている板状部分を備えていることが望ましい。ロール紙収納部に転動可能な状
態でロール紙が収納されている場合には、収納されているロール紙から記録紙を繰り出す
動作が繰り返されるとロール紙が必要以上に転動することがある。この結果、ロール紙の
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外周部分の記録紙の巻き付けが緩み、外側に膨らみ、上方の記録紙搬送経路までせり出し
て紙詰まり状態に陥るおそれがある。ローラ支持レバーに板状部分を形成して、ロール紙
収納部とプラテンの間を仕切ることにより、ロール紙から緩んだ記録紙が上方にせり出す
ことを阻止できる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明のプリンタでは、開閉蓋が勢い良く開かないように閉じ位置に付勢している開閉
蓋付勢部材を利用して、搬送ローラ対の押し付け力を得るようにしている。したがって、
従来において必要とされていた、開閉蓋が勢い良く開くことを防止するためのダンパなど
の部材と、搬送ローラ対に押圧力を付与するための部材とを、単一の開閉蓋付勢部材に置
き換えることができるため、部品点数を削減でき、構造が簡単になり、寸法およびコスト
の低減化に有利である。
【００２０】
　また、従来例では開閉蓋を閉める場合に、搬送ローラ対のばね力に抗して閉めなければ
ならないため、操作性が悪くなる。本発明では搬送ローラ対の押し付け力は開閉蓋付勢部
材によって発生させるため、開閉蓋を閉じる場合に容易に操作できる。
【００２１】
　さらに、開閉蓋を閉める際に、搬送ローラ対が当接するとき、開閉蓋付勢部材の付勢力
が搬送ローラ対の押し付け力として作用する。このため、開閉蓋をロックする際に、開閉
蓋付勢部材の付勢力が、開閉蓋側には作用しない。したがって、開閉蓋をロックするため
の力を容易に設定することができる。
【００２２】
　さらには、ローラ支持レバーは開閉蓋付勢部材によって付勢されている状態であるため
、衝撃荷重がかかった場合（例えば作業者が乱暴に開閉蓋を閉めた場合）でも開閉蓋付勢
部材により衝撃を緩和することが可能であり、ローラ位置決め溝や、ローラの破損を防止
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下に、図面を参照して、本発明を適用したプリンタの実施の形態を説明する。
【００２４】
（全体構成）
　図１（ａ）は本発明の実施の形態に係るインクジェット式のロール紙プリンタの外観斜
視図であり、図１（ｂ）はその開閉蓋を全開にした状態の外観斜視図である。
【００２５】
　これらの図に示すように、ロール紙プリンタ１は全体としてほぼ直方体形状をしたプリ
ンタ本体２と、このプリンタ本体２の前面に取り付けた開閉蓋３とを有している。プリン
タ本体２の外装ケース２ａの前面には所定幅の記録紙排出口４が形成されている。記録紙
排出口４の下側には排紙ガイド５が前方に突出しており、当該排紙ガイド５の側方には蓋
開閉レバー６が配置されている。外装ケース２ａにおける排紙ガイド５および蓋開閉レバ
ー６の下側には、ロール紙出し入れ用の矩形の開口部２ｂが形成されており、この開口部
２ｂが開閉蓋３の蓋カバー３ａによって封鎖されている。
【００２６】
　蓋開閉レバー６を操作すると開閉蓋３のロックが解除される。排紙ガイド５を前方に引
くと、開閉蓋３が下端部を中心として、図１（ａ）に示す起立状態の閉じ位置３Ａから、
図１（ｂ）に示す前方にほぼ水平となる開き位置３Ｂまで開く。開閉蓋３が開くと、プリ
ンタ本体２の内部に形成されているロール紙収納部７が開放状態となる。同時に、印刷位
置を規定するためのプラテン８が開閉蓋３と一緒に移動してロール紙収納部７から記録紙
排出口４に到る記録紙搬送経路が開放状態となり、プリンタ前方からロール紙の交換作業
などを簡単に行うことができるようになっている。なお、図１（ｂ）においては、蓋カバ
ー３ａおよび蓋開閉レバー６を省略して示してある。
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【００２７】
（プリンタ機構部）
　図２はロール紙プリンタ１の外装ケース２ａおよび蓋カバー３ａに覆われているプリン
タ機構部を示す斜視図であり、図２（ａ）は開閉蓋３を閉じた状態のプリンタ機構部を示
し、図２（ｂ）は開閉蓋３を開けた状態のプリンタ機構部を示す。
【００２８】
　プリンタ機構部１０は、板金製のプリンタ本体フレーム１１を備え、ここに各部品が搭
載されている。プリンタ本体フレーム１１は、本体側フレームユニット部分１２と、この
上に水平に搭載されているヘッド側フレームユニット部分１３とを備えている。
【００２９】
　本体側フレームユニット部分１２は、底板１４、左右の側板１５、１６および背面板１
７を備えており、この内部に、ロール紙収納部７が形成されている。左右の側板１５、１
６の前端部の下端にはプリンタ幅方向に水平に延びる支軸１８が架け渡されており、この
支軸１８（開閉中心線）を中心として開閉可能な状態で開閉蓋３が取り付けられている。
開閉蓋３は板金製の矩形の蓋フレーム３ｂを備えており、この蓋フレーム３ｂは４節リン
ク機構に取り付けられている。４節リンク機構は、左右の前側平行リンク２１、２２と、
左右の後側平行リンク２３、２４と、これら４本のリンク２１～２４の上端に水平に取り
付けられている直方体形状のプラテンフレーム２５から構成されている。プラテンフレー
ム２５の上端には水平にプラテン２６が取り付けられている。４節リンク機構によって、
開閉蓋３は図２（ａ）に示す閉じ位置３Ａから図２（ｂ）に示す開き位置３Ｂまでの間を
、プラテン２６をほぼ水平に保持したまま開閉可能である。
【００３０】
　ここで、開閉する開閉蓋３と、固定側のプリンタ本体フレーム１１の側板１６との間に
は、引張りコイルばねからなる緩衝ばね２７（開閉蓋付勢部材）が架け渡され、開閉蓋３
を閉じる方向へ付勢している。この緩衝ばね２７によって、開閉蓋３を閉じ位置３Ａに係
止しているロック部材９を外して開閉蓋３を開放可能にした際に、勢い良く開閉蓋３が前
方に倒れることが防止される。
【００３１】
　次に、ヘッド側フレームユニット部分１３の内部には、後述するように、インクジェッ
トヘッド２８、インクジェットヘッド２８が搭載されているヘッドキャリッジ２９、キャ
リッジ駆動機構などが組み込まれている（図３（ａ）参照）。
【００３２】
（プリンタの内部構成）
　図３（ａ）および図４（ａ）はロール紙プリンタ１の内部構成を示す概略断面図であり
、図３（ａ）は開閉蓋３が閉じている状態を示し、図４（ａ）は開閉蓋３を開けた状態を
示す。これらの図を参照して説明すると、プリンタ内部に形成されているロール紙収納部
７にはロール紙８がプリンタ幅方向に向いた横置き状態で収納される。ロール紙収納部７
の上側には、ヘッド側フレームユニット部分１３が水平に取り付けられている。ヘッド側
フレームユニット部分１３には、インクジェットヘッド２８、ヘッドキャリッジ２９、お
よび、ヘッドキャリッジ２９のプリンタ幅方向への移動をガイドするキャリッジガイド軸
３０が配置されている。インクジェットヘッド２８はインクノズル面２８ａが下向きにな
るようにヘッドキャリッジ２９に搭載されている。また、ヘッド側フレームユニット部分
１３には、ヘッドキャリッジ２９をキャリッジガイド軸３０に沿って往復移動させるため
のキャリッジモータ３１ａおよびタイミングベルト３１ｂを備えたキャリッジ搬送機構が
搭載されている。
【００３３】
　プラテン２６は、インクジェットヘッド２８のノズル面２８ａに対して、下側から一定
のギャップを開けて対峙しており、当該プラテン２６によってインクジェットヘッド２８
による印刷位置が規定されている。プラテン２６の後端には下方に湾曲しているテンショ
ンガイド３２が取り付けられている。テンションガイド３２はバネ力によって上方に付勢
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されており、ロール紙収納部７に収納されているロール紙８から引き出された記録紙８ａ
は、テンションガイド３２によって所定の張力が付与された状態で印刷位置を経由する記
録紙搬送経路に沿って引き出される。
【００３４】
　記録紙搬送経路には、第１搬送ローラ３３ａおよび第１従動ローラ３３ｂからなる第１
搬送ローラ対３３と、第２搬送ローラ３４ａおよび第２従動ローラ３４ｂからなる第２搬
送ローラ対３４と、第３搬送ローラ３５ａおよび第３従動ローラ３５ｂからなる第３搬送
ローラ対３５が配置されている。
【００３５】
　第１搬送ローラ対３３は、ロール紙収納部７の後側の部位におけるテンションガイド３
２の下方に配置されている。第１搬送ローラ３３ａは、プリンタ本体フレーム１１の左右
の側板１５、１６の間に、プリンタ幅方向に水平に架け渡されている。この第１搬送ロー
ラ３３ａには減速歯車列３６を介して搬送モータ３７から回転力が伝達される。第１従動
ローラ３３ｂは、開閉蓋３の側のプラテンフレーム２５に取り付けられたローラ支持レバ
ー３８の先端部（プリンタ後側の端部）に回転自在の状態で支持されている。開閉蓋３を
閉じた状態では、緩衝ばね２７のばね力によって、記録紙８ａを介して第１搬送ローラ３
３ａに押し付けられる。
【００３６】
　第２搬送ローラ対３４はプラテン２６の後側の部位に配置されている。その第２搬送ロ
ーラ３４ａは開閉蓋３の側のプラテンフレーム２５に取り付けられており、その第２従動
ローラ３４ｂはプリンタ本体フレーム１１の側に取り付けられている。開閉蓋３を閉じた
状態では、第２搬送ローラ３４ａに、プリンタ本体フレーム１１に搭載されている搬送モ
ータ３９から減速歯車列４０を介して回転力が伝達される。また、第２従動ローラ３４ｂ
が所定の押し付け力で、記録紙８ａを介して、第２搬送ローラ３４ａに押し付けられる。
【００３７】
　第３搬送ローラ対３５はプラテン２６の前側の部位に配置されている。その第３搬送ロ
ーラ３５ａは開閉蓋３の側のプラテンフレーム２５に取り付けられており、その第３従動
ローラ３５ｂはプリンタ本体フレーム１１の側に取り付けられている。第３搬送ローラ３
５ａは第２搬送ローラ３４ａと不図示の歯車列を介して連結されており、当該第２搬送ロ
ーラ３４ａと同期して回転する。開閉蓋３を閉じた状態では、記録紙８ａを挟み、第３従
動ローラ３５ｂが第３搬送ローラ３５ａに押し付けられる。
【００３８】
　ロール紙８から繰り出された記録紙８ａは、第１搬送ローラ対３３、テンションガイド
３２、第２搬送ローラ対３４を介して、プラテン２６の表面を通り、第３搬送ローラ対３
５を介して記録紙排出口４に至る記録紙搬送経路に沿って引き出される。プラテン２６上
の印刷位置を搬送される記録紙８ａの表面にインクジェットヘッド２８により印刷が行わ
れる。記録紙８ａの幅方向への一連の行印刷が終了した後は、第１～第３搬送ローラ対３
３～３５が回転駆動されて所定ピッチだけ記録紙８ａが送り出される。この後に、次の行
印刷が行われる。このように、記録紙８ａは、所定ピッチで間欠的に送り出されながらイ
ンクジェットヘッド２８によって記録紙８ａに印刷が施される。印刷後の記録紙８ａが排
出される記録紙排出口４には記録紙切断装置、例えば鋏式の記録紙切断装置（図示せず）
が配置されている。記録紙切断装置によって、これらの間に位置する記録紙８ａが幅方向
に切断される。
【００３９】
（従動ローラ３３ｂの支持機構）
　図３（ｂ）および図４（ｂ）は、第１搬送ローラ対３３の第１従動ローラ３３ｂの支持
機構を示す説明図であり、図３（ｂ）は開閉蓋３が閉じている場合の状態を示し、図４（
ｂ）は開閉蓋３を開けた場合の状態を示す。また、図５は第１従動ローラ３３ｂおよびロ
ーラ支持レバー３８を示す斜視図および側面図である。
【００４０】



(8) JP 5109616 B2 2012.12.26

10

20

30

40

50

　ローラ支持レバー３８は、図５から分かるように、左右の枠板４１、４２と、これらの
間を連結している矩形枠状の連結板４３（板状部分）とを備えている。左右の枠板４１、
４２の先端部にはプリンタ幅方向に水平に延びるローラ軸４４が架け渡されており、ロー
ラ軸４４には第３従動ローラ３３ｂが回転自在の状態で支持されている。左右の枠板４１
、４２の後端部にもプリンタ幅方向に水平に延びる支軸４５が架け渡されている。
【００４１】
　この支軸４５の両側の軸端部は、プラテンフレーム２５の左右の側板部分の前側部分の
下端に形成した左右の軸孔２５ａに挿入されている。軸孔２５ａは図３から分かるように
、第１搬送ローラ３３ａに向かう方向に長い長円形の軸孔であり、ここに、支軸４５の軸
端部４４ａ、４５ｂがスライドおよび回転可能な状態で挿入されている。したがって、ロ
ーラ支持レバー３８は、支軸４５（旋回中心線）を中心として上下方向に旋回可能、かつ
、第１搬送ローラ３３ａに対して一定のストロークで接近および離れる方向に移動可能な
状態で、開閉蓋３側のプラテンフレーム２５に取り付けられている。
【００４２】
　ここで、緩衝ばね２７の一端は支軸４５の一方の軸端部４５ｂに掛けてある。緩衝ばね
２７の他端は、ロール紙収納部７の後側のプリンタ本体フレーム１１の背面板１７の下端
側の部位に形成したばね掛け１７ａに掛けられている。したがって、支軸４５を介してロ
ーラ支持レバー３８には緩衝ばね２７の引張り力が作用している。
【００４３】
　また、ローラ支持レバー３８の枠板４１の先端側の部位にはばね掛け４１ａが形成され
ており、プラテンフレーム２５のプリンタ後端側の部位にもばね掛け２５ｂが形成されて
いる。これらのばね掛け４１ａ、２５ｂの間には引張り状態でレバー吊り上げばね４６（
レバー付勢部材）が架け渡されている。ローラ支持レバー３８は外部からの拘束が無い状
態では、このレバー吊り上げばね４６の引張り力によって、図４（ｂ）に示すように、プ
ラテンフレーム２５の下端側に重なった状態に引き上げられた退避位置３８Ｂに保持され
る。
【００４４】
　ここで、プリンタ本体フレーム１１の側板１５におけるロール紙収納部７に面している
内面部分には、図４（ａ）に示すように、レバー案内溝４７が形成されている。レバー案
内溝４７はプリンタ後方に向けて先細りとなったほぼ三角形の溝であり、当該案内溝４７
の先が第１搬送ローラ３３ａの中心に向いている。開閉蓋３を開き位置３Ｂから閉じると
、その閉じ位置３Ａに至る手前の時点から、ローラ支持レバー３８のローラ軸４４の軸端
部４４ａがレバー案内溝４７に入り、その上側の案内用端面４７ａ（レバー案内部）に当
たる。この後は、開閉蓋３の閉じ動作に伴って、ローラ軸４４の軸端部４４ａが案内用端
面４７ａに沿って下方に案内されるようになっている。このレバー案内溝４７によって、
レバー吊り上げばね４６によって上方に吊り上げられているローラ支持レバー３８が下方
に旋回してプラテンフレーム２５からプリンタ後方および下方に突出した突出位置３８Ａ
に移動する。この結果、開閉蓋３を閉じた状態では、図３に示すように第１従動ローラ３
３ｂが第１搬送ローラ３３ａに押し付けられた状態が形成される。
【００４５】
（開閉蓋の開閉に伴うローラ支持レバーの動作）
　図６は開閉蓋３の開閉動作を示す説明図である。この図を参照して開閉蓋３の開閉に伴
うローラ支持レバー３８の動きを説明する。まず、図６（ａ）に示すように開閉蓋３が閉
じ位置３Ａにある状態では、ローラ支持レバー３８は緩衝ばね２７の引張り力によってプ
リンタ後方に付勢されており、その先に取り付けられている第１従動ローラ３３ｂが、プ
リンタ本体フレーム１１の側の第１搬送ローラ３３ａに前方から押し付けられた状態とな
っている。
【００４６】
　開閉蓋３のロックを解除して開閉蓋３を閉じ位置３Ａから前方に開くと、図６（ｂ）に
示すように、前方に開く開閉蓋３が緩衝ばね２７の引張り力によって閉じ方向に引かれる
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。したがって、開閉蓋３が勢い良く前方に倒れてしまうことがない。このように、緩衝ば
ね２７は、開閉蓋３が閉じている状態では、第１従動ローラ３３ｂを第１搬送ローラ３３
ａに押し付けるための押し付け力を発生させるための付勢部材として機能し、開閉蓋３を
開ける際には、それが勢い良く開くことを防止するためのダンパとして機能する。単一の
緩衝ばね２７に双方の機能を持たせてあるので、複数の部品を配置する場合に比べて、構
造が簡単になり、寸法およびコストの低減化に有利である。
【００４７】
　開閉蓋３を開き始めると、図６（ｂ）および（ｃ）に示すように、ローラ支持レバー３
８はレバー吊り上げばね４６によってプラテンフレーム２５の側に引き上げられて重なっ
た状態（退避位置３８Ｂ）になる。また、プラテンフレーム２５は４節リンク機構によっ
てほぼ水平の状態を保持したまま開閉蓋３と共に前方に移動する。
【００４８】
　開閉蓋３が完全に開いた開き位置３Ｂの状態では、図６（ｄ）、図４に示すようになる
。この状態では、プラテンフレーム２５が開閉蓋３に重なった状態になり、ローラ支持レ
バー３８はプラテンフレーム２５と開閉蓋３の間に位置する。したがって、ローラ支持レ
バー３８が、ロール紙８の交換作業などにおいて妨げとなることがない。
【００４９】
　次に、開き位置３Ｂから開閉蓋３を閉じると、図６（ｃ）の状態を経由して図６（ｂ）
の状態に戻り、ローラ支持レバー３８のローラ軸４４の軸端部４４ａがレバー案内溝４７
の案内用端面４７ａに当たる。これ以後は、案内用端面４７ａによって案内され、開閉蓋
３の閉じ動作に伴って、レバー吊り上げばね４６のばね力に逆らってローラ支持レバー３
８が下方に旋回しながら移動し、その先端に支持されている第１従動ローラ３３ｂが第１
搬送ローラ３３ａに向かう方向に案内される。したがって、開閉蓋３を閉じると、図６（
ａ）に示すように、ローラ支持レバー３８が突出位置３８Ａに戻り、第１従動ローラ３３
ｂが第１搬送ローラ３３ａに押し付けられた状態になる。
【００５０】
　以上説明したように、ロール紙プリンタ１では、開閉蓋３と共に開閉するプラテンフレ
ーム２５に、旋回および移動可能にローラ支持レバー３８を取り付け、この先端に第１従
動ローラ３３ｂを取り付けてある。また、ローラ支持レバー３８に、開閉蓋３の開閉時の
衝撃を緩和するための緩衝ばね２７を取り付けてある。開閉蓋３を閉じた状態においては
、記録紙８ａを挟んだ状態で第１従動ローラ３３ｂを第１搬送ローラ３３ａに押し付ける
ための押し付け力を緩衝ばね２７によって発生させるようにしている。
【００５１】
　したがって、第１搬送ローラ対３３の押し付け力を発生させる付勢部材と、開閉蓋３の
開閉時の衝撃を緩和させるための緩衝部材とを別個に配置する必要がない。よって、部品
手数を削減でき、その分、構造が簡単になり、また、寸法およびコストも低減できる。
【００５２】
　また、ローラ支持レバー３８に第１従動ローラ３３ｂを取り付けてある。第１搬送ロー
ラ３３ａの配置位置に対応した長さのローラ支持レバー３８を用いることにより、第１搬
送ローラ対３３の設置位置に対応できるので、第１搬送ローラ対の位置などのレイアウト
の自由度が高まる。
【００５３】
　さらに、ローラ支持レバー３８は開閉蓋３を開くと、突出位置３８Ａから、プラテンフ
レーム２５に重なった退避位置３８Ｂに移動して開閉蓋３に折り重なった状態になる。し
たがって、開閉蓋３を開けた状態においてローラ支持レバー３８がロール紙交換作業など
の邪魔になることがない。
【００５４】
　さらにまた、開閉蓋３を閉じると、ローラ支持レバー３８はレバー案内溝４７によって
案内され、その先に取り付けられている第１従動ローラ３３ｂを確実に、固定側の第１搬
送ローラ３３ａに位置決めできる。よって、常に一定の押し付け力で第１従動ローラ３３
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ｂを、記録紙８ａを挟み、第１搬送ローラ３３ａに押し付けることができる。
【００５５】
　これに加えて、ローラ支持レバー３８には、ロール紙収納部７およびプラテンフレーム
２５の間を仕切っている矩形枠状の連結板４３を備えている。ロール紙収納部７に転動可
能な状態で収納されているロール紙８は、ここから記録紙８ａが引き出される際に必要以
上に転動することがある。この結果、ロール紙８の外周部分の記録紙８ａの巻き付けが緩
み、外側に膨らみ、上方の記録紙搬送経路までせり出して紙詰まり状態に陥るおそれがあ
る。ローラ支持レバー３８に連結板４３を形成してあるので、ロール紙８から緩んだ記録
紙８ａが上方にせり出すことを阻止できる。
【００５６】
　また、従来例では開閉蓋を閉める場合に、搬送ローラ対のばね力に抗して閉めなければ
ならないため、操作性が悪いが、本実施の形態では、搬送ローラ対３３の押し付け力を緩
衝ばね２７によって発生させるため、開閉蓋３を閉じる場合に容易に操作できる。
【００５７】
　さらに、開閉蓋３を閉める際に、搬送ローラ対３３が当接するとき、緩衝ばね３３の付
勢力が搬送ローラ対３３の押し付け力に切り替わる。このため、開閉蓋３を閉じ位置にロ
ックする際に、緩衝ばね２７の付勢力が、開閉蓋３の側には作用しない。したがって、開
閉蓋３をロックするための力を容易に設定することができる。
【００５８】
　さらにまた、ローラ支持レバー３８は緩衝ばね２７によって付勢されている状態である
ため、衝撃荷重がかかった場合（例えば作業者が乱暴に開閉蓋を閉めた場合）でも緩衝ば
ね２７により衝撃を緩和することが可能であり、軸孔２５ａ、ローラ３３ａ、３３ｂなど
の破損を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明を適用したロール紙プリンタの斜視図である。
【図２】ロール紙プリンタのプリンタ機構部を示す斜視図である。
【図３】ロール紙プリンタの内部構造とローラ支持レバーを示す概略構成図である。
【図４】ロール紙プリンタの開閉蓋を開けた状態の概略構成図である。
【図５】ローラ支持レバーの斜視図および側面図である。
【図６】開閉蓋の開閉に伴うローラ支持レバーの動きを示す説明図である。
【符号の説明】
【００６０】
１　ロール紙プリンタ、２　プリンタ本体、２ａ　外装ケース、２ｂ　開口部、３　開閉
蓋、３ａ　蓋カバー、３ｂ　蓋フレーム、３Ａ　開き位置、３Ｂ　閉じ位置、４　記録紙
排出口、５　排紙ガイド、６　蓋開閉レバー、７　ロール紙収納部、８　ロール紙、８ａ
　記録紙、９　ロック部材、１０　プリンタ機構部、１１　プリンタ本体フレーム、１２
　本体側フレームユニット部分、１３　ヘッド側フレームユニット部分、１４　底板、１
５，１６　側板、１７　背面板、１７ａ　ばね掛け、１８　支軸、２１，２２　前側平行
リンク、２３，２４　後側平行リンク、２５　プラテンフレーム、２５ａ　軸孔、２６　
プラテン、２７　緩衝ばね、２８　インクジェトヘッド、２８ａ　ノズル面、２９　ヘッ
ドキャリッジ、３０　キャリッジガイド軸、３１ａ　キャリッジモータ、３１ｂ　タイミ
ングベルト、３２　テンションガイド、３３　第１搬送ローラ対、３３ａ　第１搬送ロー
ラ、３３ｂ　第１従動ローラ、３４　第２搬送ローラ対、３４ａ　第２搬送ローラ、３４
ｂ　第２従動ローラ、３５　第３搬送ローラ対、３５ａ　第３搬送ローラ、３５ｂ　第３
従動ローラ、３６　減速歯車列、３７　搬送モータ、３８　ローラ支持レバー、３８Ａ　
突出位置、３８Ｂ　退避位置、４０　減速歯車列、４１，４２　枠板、４１ａ　ばね掛け
、４３　連結板、４４　ローラ軸、４４ａ　軸端部、４５　支軸、４５ａ，４５ｂ　軸端
部、４６　レバー吊り上げばね、４７　レバー案内溝、４７ａ　案内用端面
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